
 平 成 ２ ７ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L －  7 ～ 12

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 13 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

解答の公表は 5月 27日 10時以降の予定です。 
合否の検索は 6月 15日 14時以降の予定です。 



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒが６オームであるとき、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、

(ア) オームである。 (５点)

① ９ ② １２ ③ １５ ④ １８ ⑤ ２１

図１

(２) 図２に示す回路において、抵抗Ｒに流れる電流Ｉは、 (イ) アンペアである。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

図２

(３) 電磁誘導によって生ずる (ウ) は、これによって生ずる電流が、鎖交磁束の変化を妨げ

るような向きに誘起される。 (５点)

① 磁化力 ② 電磁力 ③ 起磁力 ④ 保持力 ⑤ 起電力

(４) 正弦波交流回路において、電圧の実効値をＥボルト、電流の実効値をＩアンペア、電流と電

圧の位相差をθラジアンとすると、無効電力は、 (エ) バールである。 (５点)

① ＥＩ ② ＥＩcosθ ③ ＥＩtanθ

④ ＥＩsinθ ⑤ ＥＩ(１－cosθ)

Ｒ
ａ ｂ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ

Ｉ

Ｖ＝３９ Ｖ

Ｒ＝５ Ω

＝３ ΩＸＬ Ω＝４ＸＣ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 原子の構造などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 原子は、原子核とその周りを運動する電子から構成され、全体として電気的に中性を保っ

ているが、何らかの原因により電子の数が不足した場合、負電荷を帯びたイオンとなる。

Ｂ 原子核から最も外側の軌道にある電子は価電子といわれ、シリコン原子は４個の価電子を

持っている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示すトランジスタ回路において、ＶＢを２ボルト、ＶＣを１０ボルト、ＲＢを５０キロ

オーム、ＲＣを２キロオーム、ベースとエミッタ間の電圧ＶＢＥを１ボルトとするとき、コレク

タ－エミッタ間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトである。ただし、直流電流増幅率ｈＦＥは

１００とする。 (４点)

① ２ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ８

(３) ダイオードの特徴について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ホトダイオードは、光を電気に変換する機能を持ち、逆方向電圧を加えたｐｎ接合部に光

を当てると光の強さに応じた電流を生ずる半導体素子である。

Ｂ ＬＥＤは、電気を光に変換する機能を持ち、ｐｎ接合に逆方向電圧を加えると光を放出す

る半導体素子である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 接合形電界効果トランジスタは、半導体内部の多数キャリアの流れを、 (エ) 電極に加

える電圧により制御する半導体素子である。 (４点)

① ドレイン ② ベース ③ ソース ④ ゲート

(５) トランジスタの静特性のうち、エミッタ接地方式においてコレクタ－エミッタ間の電圧 ＶＣＥ

を一定に保ったときのベース電流ＩＢとコレクタ電流ＩＣとの関係を示したものは、 (オ)

特性といわれる。 (４点)

① 入 力 ② 出 力 ③ 変 調 ④ 電圧帰還 ⑤ 電流伝達

ＶＣＥＶＢＥ
ＢＲ

ＶＢ

ＶＣ

ＲＣ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ア) であるとき、入力Ａ及び入力Ｂか

ら出力Ｃの論理式を求め変形し、簡単にすると、Ｃ ＝ Ａ･Ｂで表される。 (５点)

図１

(２) 表に示す２進数のＸ１、Ｘ２を用いて、計算式(乗算)Ｘ０ ＝ Ｘ１×Ｘ２からＸ０を求め、２進数

で表示し、Ｘ０ の先頭から(左から)５番目と６番目と７番目の数字を順に並べると、 (イ)

である。 (５点)

① ００１ ② ０１０ ③ ０１１ ④ １００ ⑤ １０１

２進数

Ｘ１ ＝ １１０１０１

Ｘ２ ＝ １０１０１

① ② ③ ④ ⑤

入力Ｂ
入力Ａ

出力Ｃ

Ｍ



Ｌ－4

(３) 図２に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び

入力ｂに図３に示す入力がある場合、図２の出力ｄは、図３の出力のうち (ウ) である。

(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図２

図３

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ＋Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１５０ミリボルト、増幅器の利得が１８デシ

ベル、インピーダンスＺに加わる電圧が１５ミリボルトのとき、電気通信回線１から電気通信

回線２への遠端漏話減衰量は (ア) デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダン

スはすべて同一値で整合しているものとする。 (５点)

① １８ ② ２８ ③ ３８ ④ ４８ ⑤ ５８

(２) 一様なメタリック線路の減衰定数は線路の一次定数により定まり、 (イ) によりその値

が変化する。 (５点)

① 信号の振幅 ② 信号の周波数 ③ 減衰ひずみ ④ 負荷インピーダンス

(３) 図２に示すように、特性インピーダンスがそれぞれ２８０オームと５２０オームの伝送ケー

ブルを接続して信号を伝送すると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) である。

(５点)

① －０.６ ② －０.３ ③ －０.２ ④ ０.２ ⑤ ０.３ ⑥ ０.６

(４) ある伝送路の送信端における信号電力をＰＳワット、受信端における信号電力をＰＲワット

とするとき、この伝送路の伝送損失は、 (エ) デシベルで表される。 (５点)

ＰＳ ＰＲ ＰＳ ＰＲ① １０ log ② １０ log ③ ２０ log ④ ２０ lo g10 ＰＲ 10 ＰＳ 10 ＰＲ 10ＰＳ

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２ Ｚ

終端抵抗

増幅器
図１

終端抵抗

図２

伝送方向 接続点

２８０ ５２０〔Ω〕 〔Ω〕
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調器について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

(４点)

Ａ 電気光学効果を利用した光変調器では、物質に加える電界強度を変化させることにより、

物質の屈折率を変えることで、光の属性である位相などを変化させる方法を用いている。

Ｂ ポッケルス効果を利用した光変調器では、物質中を伝搬する超音波によって生ずる屈折率

の粗密(回折格子)で光が回折される性質を利用して、光の属性である強度などを変化させる

方法を用いている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 双方向多重伝送に用いられる (イ) は、上り方向と下り方向の伝送に対して時間差を設

けることにより双方向伝送を実現しており、ピンポン伝送ともいわれる。 (４点)

① ＦＤＭ ② ＳＤＭ ③ ＴＣＭ ④ ＴＤＭ ⑤ ＷＤＭ

(３) ＰＣＭ伝送の受信側では、伝送されてきたパルス列から、サンプリング間隔で各パルス符号
１に対応するレベルの信号を生成し、サンプリング周波数の を遮断周波数とする (ウ)２

フィルタを通して信号を再生している。 (４点)

① 帯域阻止 ② 帯域通過 ③ 低域通過 ④ 高域通過

(４) 伝送速度が６４キロビット／秒の回線において、１００秒間のビットエラーを測定したとこ

ろ、特定の２秒間に集中して発生し、その２秒間の合計のビットエラーは３２０個となった。

このときの％ＥＳの値は、 (エ) パーセントとなる。 (４点)

① ０ ② ５×１０－３ ③ １ ④ ２ ⑤ ３.２

(５) ＷＤＭの特徴などについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ ＷＤＭは、各チャネル別にパルス信号の送出を時間的にずらして伝送することにより、伝

送路を多重利用している。

Ｂ ＣＷＤＭは、ＤＷＤＭと比較して、波長間隔を密にした多重化方式であり、一般に、長距

離及び大容量の伝送に用いられている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｌ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＧＥ－ＰＯＮの設備構成及びＧＥ－ＰＯＮに用いられている機器の機能について述べた次の

二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＧＥ－ＰＯＮは、イーサネットフレームを使った光アクセスシステムの一つであり、ＯＬＴ

とＯＮＵとの間において光アイソレータを用いて光信号を合・分波し、１台のＯＬＴに複数

のＯＮＵが接続される設備構成をとっている。

Ｂ ＯＬＴからの下り信号は、放送形式で配下の全ＯＮＵに到達するため、各ＯＮＵは受信フ

レームの取捨選択をイーサネットフレームのプリアンブルに収容されたＬＬＩＤ(Logical

Link ID)といわれる識別子を用いて行っている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＥＥＥ８０２.３ａｆにおいて標準化されたＰｏＥの電力クラス０の規格では、ＰＳＥの

１ポート当たり、直流 (イ) ボルトの範囲で最大３５０ミリアンペアの電流を、ＰＳＥか

らＰＤに給電することができる。 (４点)

① ３６～５７ ② ４２.５～５７ ③ ４４～５７ ④ ５０～５７

(３) スイッチングハブのフレーム転送方式におけるフラグメントフリー方式について述べた次の

記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① 有効フレームの先頭から６４バイトまでを受信した後、異常がなければフレームの

転送を開始する。

② 有効フレームの先頭からＦＣＳまでを受信した後、異常がなければフレームを転送

する。

③ 有効フレームの先頭から宛先アドレスと送信元アドレスまでを受信した後、フレー

ムが入力ポートで完全に受信される前に、フレームの転送を開始する。

④ 有効フレームの先頭から宛先アドレスまでを受信した後、フレームが入力ポートで

完全に受信される前に、フレームの転送を開始する。

(４) ＩＰ－ＰＢＸの (エ) といわれる機能を使うと、内線番号Ａを持つ者が自席を不在にする

とき、自席の内線電話機で、フッキング操作の後に (エ) 用のアクセスコードをダイヤルし、

行先の内線番号Ｂを登録しておくと、以降、この内線番号Ａへの着信呼が、登録された行先の

内線番号Ｂへ転送される。 (４点)

① コールウェイティング ② コールホールド

③ コールピックアップ ④ 可変不在転送

⑤ コールバックトランスファ
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(５) 図に示すＩＥＥＥ８０２.１１標準の無線ＬＡＮの環境において、隠れ端末問題の解決策として、

ＡＰは、送信をしようとしているＳＴＡ１からのＲＴＳ信号Aを受信すると、 (オ) 信号

BをＳＴＡ１に送信するが、このBは、ＳＴＡ３も受信できるので、ＳＴＡ３はＮＡＶ期間だ

け送信を待つことにより衝突を防止する対策がとられている。 (４点)

① ＡＣＫ ② ＣＦＰ ③ ＰＣＦ ④ ＣＴＳ ⑤ ＮＡＫ

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された１０ＧＢＡＳＥ－ＬＲ及び１０ＧＢＡＳＥ－ＥＲ

の仕様について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ １０ＧＢＡＳＥ－ＬＲでは、光源として長波長帯の半導体レーザを用い、ＬＡＮ用の伝送

媒体としてはシングルモード光ファイバが使用される。

Ｂ １０ＧＢＡＳＥ－ＥＲでは、光源として短波長帯の半導体レーザを用い、ＬＡＮ用の伝送

媒体としてはマルチモード光ファイバが使用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 広域イーサネットで用いられるＥｏＭＰＬＳ技術などについて述べた次の二つの記述は、

(イ) 。 (４点)

Ａ ＭＰＬＳ網内でイーサネットフレームを転送するＥｏＭＰＬＳは、レイヤ２スイッチで用

いられているストアアンドフォワードの方法でラベルスイッチングを行う。

Ｂ ＭＰＬＳ網内を転送されたＭＰＬＳフレームは、一般に、ＭＰＬＳドメインの出口にある

ラベルエッジルータでＭＰＬＳ網内転送用のＭＡＣヘッダが除去され、イーサネットフレーム

としてユーザネットワークのアクセス回線に転送される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

障害物 キャリアセンス不可

キャリアセンス可

(アクセスポイント)ＳＴＡ１

ＳＴＡ２
ＳＴＡ３

(無線端末)

(無線端末)
(無線端末)

ＡＰ

A B

B
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(３) ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおけるＡＴＭの各レイヤのうち、物理媒体依存

サブレイヤの機能について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。(４点)

① 上位レイヤからのセル流を下位レイヤに流すための速度整合を行う。

② 下位レイヤから受信したセルには、セル境界の識別を行う。

③ 自己同期スクランブラといわれるアルゴリズムによりセル同期を行う。

④ ＡＴＭ通信を行うための伝送路符号化、電気・光変換機能などを持つ。

(４) デジタル信号を送受信するための伝送路符号化方式のうち (エ) 符号は、図に示すように、

ビット値０のときは信号レベルを変化させず、ビット値１が発生するごとに、信号レベルが０

から高レベルへ、高レベルから０へ、又は０から低レベルへ、低レベルから０へと、信号レベル

を１段ずつ変化させる符号である。 (４点)

① Ｍａｎｃｈｅｓｔｅｒ ② ＭＬＴ－３ ③ ＮＲＺＩ ④ ＮＲＺ

(５) ＩＰｖ６又はＩＰｖ４での中継ノード(ルータなど)で転送されるパケットの分割処理につい

て述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① ＩＰｖ６では、送信元ノードのみがパケットを分割することができ、中継ノードは

パケットを分割しないで転送するため、ＰＭＴＵＤ(Path MTU Discovery)機能により、

あらかじめ送信先ノードまでの間で転送可能なパケットの最大長を検出する。

② ＩＰｖ６では、送信しようとしたパケットがリンクＭＴＵ値より大きいために送信で

きない場合などに、ＩＣＭＰｖ６のパケットサイズ過大(Packet Too Big)を示すエラー

メッセージがパケットの送信元に返される。

③ ＩＰｖ４では、パケットの送信元から送信先までのパスにおいて、中継ノードで転

送されるパケットのＤＦ(Do not Fragment)ビット値に０が設定されている場合は、経

路上におけるリンクＭＴＵ値のうち、最小となるＭＴＵ値より大きなパケットは破棄

される。

④ ＩＰｖ４では、送信しようとしたパケットがリンクＭＴＵ値より大きく、分割処理

ができない設定のため、中継ノードで破棄された場合などに、ＩＣＭＰｖ４のパケッ

ト到達不能(Destination Unreachable)を示すエラーメッセージがパケットの送信元に

返される。

入力

出力

高レベル

低レベル

１０ ０ １ １ ０ １１

０
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) データベースに連動したＷｅｂサイトに入力するデータの中に悪意のあるコマンドを混入し、

想定外の処理を発生させ、データベースからの情報漏洩やデータの改ざんを引き起こす攻撃は、
えい

(ア) といわれる。 (４点)

① セッションハイジャック ② クロスサイトスクリプティング

③ ＳＱＬインジェクション ④ ＤＤｏＳ

(２) コンピュータシステムへの脅威などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(イ) である。 (４点)

① 他人のコンピュータに不正に侵入し、無断でプログラムやデータを書き換えるな

どの行為は、一般に、クラッキングといわれる。

② インターネット上でサービスを提供しているサーバに対し、パケットを大量に送

りつける、セキュリティホールを悪用するなどにより、サーバが提供しているサー

ビスを利用不能にする攻撃は、一般に、ＤｏＳ攻撃といわれる。

③ コンピュータの所有者や管理者が気付かないうちに、不正アクセスや迷惑メール

配信の中継などに利用されるコンピュータは、一般に、踏み台といわれる。

④ 金融機関などによる正規の電子メールやＷｅｂサイトを装い、暗証番号やクレ

ジットカード番号などを入力させて個人情報を盗む行為は、一般に、スキミングと

いわれる。

(３) 認証及び暗号方式について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ハイブリッド暗号方式は、共通鍵暗号と公開鍵暗号を組み合わせた方式であり、ＰＧＰ、

ＳＳＬなどに利用されている。

Ｂ １回の認証手続きに成功すれば、認証が必要な他の複数のサーバやアプリケーションへの

アクセス時に認証手続きを省略可能とする仕組みは、一般に、パターンマッチングといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) インターネットに接続されたネットワークにおいて、 (エ) によってインターネットか

らも内部ネットワークからも隔離された区域は、一般に、ＤＭＺといわれる。 (４点)

① ブリッジ ② ファイアウォール ③ ハブ ④ アンチウイルスソフト

(５) コンピュータウイルスの感染について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 拡張子がｃｏｍやｅｘｅで表示されるプログラムファイルに感染するウイルスは、システ

ム領域感染型ウイルスといわれる。

Ｂ ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌなどで使われるマクロ機能を利用して感染するウイルスはマクロウ

イルスといわれ、このウイルスはＷｉｎｄｏｗｓ以外のＯＳを使用しているパーソナルコン

ピュータでは感染しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ホームネットワークなどの配線に用いられるプラスチック光ファイバは、曲げに強く折れ

にくいなどの特徴があり、送信モジュールには、一般に、光波長が６５０ナノメートルの

(ア) が用いられる。 (４点)

① ＺＤ ② ＦＥＴ ③ バリスタ ④ ＬＥＤ

(２) ＬＡＮ配線工事などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ カテゴリ５のＵＴＰケーブルを用いた配線工事において、パッチパネルや通信アウトレット

を介したハブから端末までの配線では、インピーダンス不整合による信号の反射損失を低減

させるため、各配線要素は同一の公称インピーダンス１００オームを持たなければならない。

Ｂ イーサネットのＬＡＮ配線工事に用いられるＵＴＰケーブルは不平衡形ケーブルであり、

２本のケーブル心線が撚り対線であるため、近端漏話などの内部雑音の影響を受けやすいが、
よ

外部からの電磁妨害雑音に対する耐性は強い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４で規定されている、光配線システムの性能試験について述べ

た次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 性能試験は、受入れ試験、安定化試験及び基準試験の三つに分類されており、このうち、

安定化試験は規格要求を満足した配線であるかを検証する試験である。

Ｂ 光ケーブルの長さについては、測定されたパラメタ(パラメータ)から計算により算出する

ことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 通信用の光ファイバは、伝搬モードによりマルチモード光ファイバとシングルモード光ファ

イバに分類され、マルチモード光ファイバは (エ) のために、シングルモード光ファイバ

と比較して伝送帯域が狭いことから、主にＬＡＮなどの短距離伝送用に使用される。 (４点)

① コヒーレント ② 材料分散 ③ 構造分散

④ 強度劣化 ⑤ モード分散

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の水平配線の設計に規定する算出式に基づいて、使用温度２０

℃の条件で水平ケーブル(ＵＴＰケーブル)の最大長を算出した結果、８７.５メートルとなっ

た。実際の使用温度が３０℃とすると、水平ケーブルの最大長は、 (オ) メートルとなる。

(４点)

① ８３.５ ② ８４.０ ③ ８５.０ ④ ８５.５ ⑤ ８７.５

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の規定では、平衡配線の性能測定における判定方法において、

挿入損失の測定結果が (ア) となる周波数範囲の反射減衰量に関する特性について、その周

波数範囲の部分で試験結果が不合格となっても合格とみなすことができるとされている。(４点)

① ３dＢ以下 ② ３dＢ以上 ③ ４dＢ以下 ④ ４dＢ以上
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(２) ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ.２－１の平衡配線の性能規格において、カテゴリ６

規格のコンポーネント及びシステムの伝送帯域は、 (イ) メガヘルツまでの伝送性能を提

供することができることと規定されている。 (４点)

① １００ ② １５０ ③ ２００ ④ ２５０ ⑤ ６００

(３) 現場取付け可能な単心接続用の光コネクタで、コネクタプラグとコネクタソケットの２種類が

あり、ドロップ光ファイバケーブルとインドア光ファイバケーブルの接続や宅内配線における光

ローゼット内での心線接続に用いられる光コネクタは、 (ウ) コネクタといわれる。(４点)

① ＭＵ(Miniature Unit-coupling) ② ＦＣ(Fiber optic Connector)

③ ＭＰＯ(Multifiber Push-On) ④ ＦＡ(Field Assembly)

⑤ ＭＴ(Mechanically Transferable splicing)

(４) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法などについて述

べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＯＴＤＲ法は、光ファイバの単一方向の測定であり、光ファイバの長手方向の部分的な解

析及び接続などの不連続点の確認も可能である。

Ｂ カットバック法は、挿入損失法よりも精度は落ちるが、被測定光ファイバ及び両端に固定

される端子に対して非破壊で測定することができる利点がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 図に示すアローダイアグラムにおいて、結合点(イベント)番号２における最遅結合点時刻

(遅くともこれまでには完了していなければならない日数)は、 (オ) 日である。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

７日

１日

６日

３日

１

２

６５
２日

３
５日

作業Ａ

作業Ｂ

作業Ｇ

作業Ｄ 作業Ｆ

作業Ｅ
４

作業Ｃ

１０日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

② 専用役務とは、特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務をいう。

③ 基礎的電気通信役務とは、国民生活に不可欠であるためあまねく日本全国における

提供が確保されるべきものとして総務省令で定める電気通信役務をいう。

④ 電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、支持物その他の機械的設備

をいう。

(２) 総務省令で定める、端末設備の接続の技術基準により確保されるべき事項について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。

Ｂ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備の設置の場所が

明確であるようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、総務

大臣が電気通信回線設備を利用する (ウ) の発生を防止するため特に必要があると認める

ときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものとみなす。 (４点)

① 他の利用者の通信への妨害 ② 相互接続事業者の設備への影響

③ 特定の自営電気通信設備への損傷 ④ 特定の端末設備との間で過大な鳴音

(４) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者による工事の実施及び監督｣及び｢工事担任者資格者

証｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者試験に合格した

者に、当該試験の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は実地に監督させなければなら

ない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若

しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信事業法に規定する、公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信であって

総務省令で定める通信には、火災、集団的疫病、交通機関の重大な事故その他 (オ) に係

る事態が発生し、又は発生するおそれがある場合において、その予防、救援、復旧等に関し、

緊急を要する事項を内容とする通信であって、予防、救援、復旧等に直接関係がある機関相互

間において行われるものがある。 (４点)

① 生活の基盤 ② 国民の財産 ③ 人命の安全 ④ 社会の脅威
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が

２００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタ

ル通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数

が毎秒６４キロビット換算で５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することが

できる。

② ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のものに限る工

事を行い、又は監督することができる。

③ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット(主として

インターネットに接続するための回線にあっては、毎秒１ギガビット)以下のものに

限る工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端

末設備等を接続するための工事を除く。

④ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、

主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監

督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の交付｣及び｢資格者証の返納｣について述べた次の二つ

の文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術の向上

を図るように努めなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から２週間以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ａである。

② デジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番

号の最初の文字は、Ｂである。

③ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号

の最初の文字は、Ｃである。

④ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準

適合認定番号の最初の文字は、Ｄである。
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(４) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の (エ) を規律し、有線電気通信に関する

秩序を確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。 (４点)

① 機能及び性能 ② 規格及び仕様 ③ 届出及び審査 ④ 設置及び使用

(５) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を設置した者

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、その (オ) させることができる。 (４点)

① 設備若しくは帳簿書類を検査 ② 設備の工事方法又は運用方法を改善

③ 事業計画及び経営状況を監査 ④ 設置工事の契約書及び完成図書を提出

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて２線式の接続形式で接続されるものをいう。

② デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備で

あって、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役

務の用に供するものをいう。

③ 通話チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末又はインターネットプロトコル

移動電話端末の間に設定され、主として音声の伝送に使用する通信路をいう。

④ インターネットプロトコル電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自

営電気通信設備との接続においてパケット交換プロトコルを使用するものをいう。

(２) ｢責任の分界｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 分界点における接続の方式は、配線設備を端末設備ごとに事業用電気通信設備から容易に

切り離せるものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に (ウ) する機能

を有してはならない。 (４点)

① 照 合 ② 分 離 ③ 識 別 ④ 記 録
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(４) ｢絶縁抵抗等｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に
きょう

おいて、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあっ

ては、その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれに耐える絶縁耐力

を有しなければならない。

Ｂ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に

おいて、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.１メガオーム以上であり、

３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え６００ボルト以下の交

流の場合にあっては、０.２メガオーム以上である絶縁抵抗を有しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流 (オ) ボルト以上の一の

電圧で測定した値で１メガオーム以上であること。 (４点)

① １００ ② ２００ ③ ３００ ④ ４００

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 絶対レベルとは、一の (ア) に対する比をデシベルで表したものをいう。 (４点)

① 皮相電力の１ワット ② 皮相電力の１ミリワット

③ 有効電力の１ワット ④ 有効電力の１ミリワット

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから９００ヘルツまでの範囲内における特定の四つの

周波数で規定されている。

② 高群周波数は、１,３００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

③ 周期は、５０ミリ秒以上でなければならない。

④ ミニマムポーズとは、隣接する信号間の休止時間の最小値をいう。

(３) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するものであること。ただし、

総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に改造することができな

いこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) インターネットプロトコル移動電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動

的に確認する場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合呼の設定を行うた

めのメッセージ送出終了後 (エ) 秒以内に通信終了メッセージを送出するものでなければ

ならない。 (４点)

① ６０ ② ９０ ③ １２８ ④ １５０

(５) 専用通信回線設備等端末の｢電気的条件等｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件のいずれ

かの条件に適合するものでなければならない。

Ｂ 専用通信回線設備等端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはな

らない。ただし、総務大臣が別に告示する条件において直流重畳が認められる場合にあって

は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

② 電線とは、有線電気通信を行うための導体であって、強電流電線に重畳される通信

回線に係るものをいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を除く。

④ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化によ

り最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線と他人の設置した架空電線等との関係｣及び｢架空電

線の高さ｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持物に

架設してはならない。

Ｂ 架空電線の高さは、その架空電線が道路上にあるとき、鉄道又は軌道を横断するとき、及

び河川を横断するときは、総務省令で定めるところによらなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する強電流絶縁電線とは、 (ウ) で被覆されている

強電流電線をいう。 (４点)

① 絶縁物及び保護物 ② 絶縁物のみ

③ 絶縁物及び難燃性材料 ④ 保護物のみ



Ｌ－18

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において (エ) とは、電気通信回線に接続して

いる電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うもの

に限る。)につき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。 (４点)

① アクセス管理者 ② セキュリティ管理者

③ 運用管理責任者 ④ ネットワーク管理者

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式その

他 (オ) することができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の

用に供されるものをいう。 (４点)

① 第三者は内容を解読 ② 不正な方法では内容を認証

③ 本人以外は任意に改変 ④ 人の知覚によっては認識



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 

  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

していません。 

 

 


